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ウーマノミクス × エイジノミクス 

第１回ＷＷＡＳ国際会議「高齢化社会における働く女性」 

 

 福岡女子大学と九州大学、イギリスの非営利団体の SALTなどが主催して来年６月、福岡市で第

１回ＷＷＡＳ国際会議「高齢化社会における働く女性」を開催します。北米、欧州、アジア諸国から

専門家や実践者を招き、戦略や取り組み事例を踏まえて意見交換を行います。高齢化社会を、イ

ノベーションにあふれた、明るく活力あるものにしていくための経済＝エイジノミクスの視点にも立ち

ながら、グローバル並びにそれぞれの地域における望ましい方策の提案を目指します。社会や家

庭の担い手として活躍してきた女性たちが、地域で生き生きと暮らしながら歳を重ねていくために、

年齢に応じた働き手として、また地域課題の担い手としての期待、家庭を支え続けてきた自身も含

め、親・夫らの老後への備えなど、さまざまな論点について市民の方々も交えて考えます。 

 高学歴化、都市化が進む中で育ち、多様な価値観を持つ世代が熟年、老年を迎えていくこれか

らは、その高齢社会像も従来とは異なってくることでしょう。折しも「東京圏をはじめとする高齢者が、

自らの希望に応じて地方に移り住み、地域社会において健康でアクティブな生活を送るとともに、

医療介護が必要な時には継続的なケアを受けることができるような地域づくり」をうたう日本版ＣＣＲ

Ｃ構想が提唱され、賛否分かれて議論が巻き起こってもいます。 

高齢化対応や女性活躍推進策で先進的な取り組みを進めている福岡県から、産官学民が協力

して世界に発信し、これからの高齢化社会の変革にインパクトを与える国際会議開催に向け、ご協

力をよろしくお願いします。 

主 催  ＷＷＡＳ２０１６国際会議大会委員会  www.ww-as.net 

（英国非営利団体ＳＡＬＴ、福岡女子大学、九州大学、福岡女子大学同窓会筑紫

海会、女性の大活躍推進福岡県会議） 

日 時  ２０１６年６月３～５日 

会 場  福岡国際会議場（福岡市博多区石城町２－１） 

参加者  ３００人（海外から５０人以上） 

使用言語 日本語・英語（同時通訳及び一部逐次通訳） 

※WWAS：Working Women in an Ageing Society 

※SALT：STEPPING ACROSS THE LINE. TRANSITIONS INTO RETIREMENT 

※エイジノミクス： Ageing と Economicsの合成語（造語）。エイジノミクス研究会（共同座

長：吉川洋、八田達夫）が提唱する概念で、エイジング（高齢化）という人口構造の変化をイ

ノベーションの機会と捉え、持続可能な経済のあり方を考察する経済学・経済政策のこと。 

※ウーマノミクス：Women と Economicsの合成語（造語）。ゴールドマン・サックス証券の副

会長でチーフ日本株ストラテジストであるキャシー・松井氏が 1999年から提唱してい

る概念で、女性の活躍による経済の活性化のこと。 

http://www.ww-as.net/
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【福岡での開催と会議開催後の予定について】 

福岡県では2012年に「70歳現役応援センター」を開設したり、全国に先駆けて女性の大

活躍推進福岡県会議を産官学民で発足するなど、本会議のテーマに関わる分野で先進

的な取り組みをしています。また、福岡市は、2040年に向けた「高齢者の保健と福祉に関

する総合ビジョン」を2014年に策定し、毎年「高齢者が活躍するアクティブ・エイジング社会

を目指して」というシンポジウムを開催するなど、高齢化に対するポジティブなアプローチを

提唱しています。さらに、北九州市は政令都市の中で最も高齢化が進んでいる自治体で、

2009年には「生涯現役夢追塾」を開設するなど生涯現役のまちづくりに先進的に取り組ん

でいる他、「高齢社会をよくする北九州女性の会」のような民間団体の活動も活発です。 

2016年 6月に福岡市で開催する第 1回の国際会議の後、北九州市でタウンミーティン

グを開催し、会議の成果を共有する予定です。さらに、2017年に２回目の国際会議をイギ

リスで、2018年に３回目をカナダで開催する計画をしています。 

【ＷＷＡＳ２０１６国際会議大会委員会について】 

福岡女子大学（理事長・学長 梶山千里）は全国で初の公立の女子専門学校として開

校し、2023年には百周年を迎えます。国際化、多様化する社会で幅広く活躍できる女性リ

ーダーの育成に取り組むと共に、地域社会に貢献する大学をめざしています。 

福岡女子大学同窓会・筑紫海会（会長 矢野芙美子）は 1．1万人の会員を擁し、多くの

女性リーダーを輩出してきた大学の成長と共に歩んできました。 

九州大学（総長 久保千春）は、2011年に百周年を迎えましたが、2010年に制定した

「九州大学における男女共同参画（基本理念等）」には、ジェンダー研究を積極的に奨励

するとともに、その成果を発信することが盛り込まれています。 

女性の大活躍推進福岡県会議（共同代表 久留百合子、松尾新吾）は、2013年 5月に

発足した産官学民による運動体で、組織で働く女性の活躍を推進する先進的なモデルと

して、2015年 6月には内閣府から女性のチャレンジ支援賞を受賞しています。 

イギリスの非営利団体の SALT（代表 イザベル ジョーンズ）は定年延長や退職への移

行についての研究や討論を促すために２０１０年に設立され、情報交換やワークショップや

関連団体への支援活動を行う地域社会団体です。福岡でも討論グループを立ち上げ、定

年後の考えや経験について月一回の会合を持っています。 

【本件に関するお問い合わせ】 

 公立大学法人福岡女子大学  

学長特別補佐 松田 美幸  contact@ww-as.net 

経営企画室 担当:佐藤・山本 Tel:(092)661-2412 Fax:(092) 661-2415 

mailto:contact@ww-as.net
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【会議がめざすこと】 

1. 高齢化社会における課題に対し、アジア及びアジア以外の地域の取り組みの

分析・比較 

2. 女性が年を取ってもアクティブで、無償･有償を問わず働くことで貢献して

いることを評価する社会づくり 

3. 未だ活躍する機会の少ない女性の労働力やリーダーとしての価値を引き出す

ウーマノミクスの推進と、そのことによる女性地位向上並びに日本経済の活

性化への寄与 

4. 女性や高齢者が労働の担い手として活躍し、労働力の多様性が広がる社会の

実現 

5. 女性や高齢者の社会参加並びに貢献を可能にする革新的で新しいアイデアの

創出 

6. 九州や日本経済の活性化に向けたエイジノミクスについての議論 

 

【プログラム】 

◆６月３日（金） 

１８：００－２０：００ 歓迎夕食会（福岡市内） 

◆６月４日（土）   シンポジウム「女性×高齢化×働く」  

０９：３０ 開会式 (同時通訳) 

１０：００ 基調講演 『年齢と雇用 世界の動向について』（同時通訳) 

１０：５０ セッションＡ  『高齢化経済／エイジノミクス』 （同時通訳） 

セッションＢ   『高齢者女性を取り巻く課題』 （逐次通訳）    

１３：３０ パネル討論  『退職のない時代における仕事、雇用、キャリア』（同時通訳） 

１７：３０ ネットワーキング交流会 

◆６月５日（日）  オープンフォーラム「個の生きがい×地域の支えあい」 

０９：００  第一日のまとめ、（同時通訳） 

０９：１５  基調講演 『高齢化社会におけるジェンダーと地域コミュニティ』（同時通訳） 

１０：００  セッションＣ 『上手な年の重ね方』 （同時通訳） 

１２：４０  セッションＤ 『革新的な高齢化コミュニティ』（同時通訳） 

       セッションＥ 『ロールモデル・リレートーク』（日本語） 

１４：４０  グローカル アクション カフェ  

参加者が自治体や国に対する提言に向けたアイデアについて話し合う 
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【主な登壇者】 

クリス・ボール博士   英国  ショウ財団 高齢化と雇用専門アドバイザー 

                 『年齢と雇用 世界の動向について』 

ヘレン・コウ氏   ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ Beyond Age Singapore 事務局長 

『ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙにおける雇用と高齢化』 

エリザベス・イサレ氏  米国  ｼﾆｱ・ｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰｼｯﾌﾟ･ﾜｰｸｽ代表 

                   『50 代以上からの起業』 

ブラッドリー・シューマン氏 米国  AARP国際部ｼﾆｱｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ  

『高齢になってから働くということ』 

クリスティ･M･ニシタ博士  米国  ﾊﾜｲ大学ﾏﾉｱ校 ｾﾝﾀｰｵﾝｴｲｼﾞﾝｸﾞ 

                   『ｴｲｼﾞﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰ都市 ホノルル』 

林川 真善氏      日本  日本ｼﾝｸﾀﾝｸｱｶﾃﾞﾐｰ理事/ｴｲｼ゙ ﾉﾐｸｽ研究会委員 

                   『エイジノミクス』 

志藤 洋子氏         日本  ILC-Japan(国際長寿センター日本）事務局長  

『革新的な高齢化コミュニティ』  

荒瀬 泰子氏   日本  福岡市副市長  

『福岡市の高齢化とコミュニティづくり』 

 

【ＷＷＡＳ２０１６国際会議大会委員会】  

◎大会委員長   

梶山 千里   公立大学法人福岡女子大学 理事長・学長 

◎特別顧問 

  久保 千春   国立大学法人九州大学 総長           

矢野 芙美子   福岡女子大学同窓会筑紫海会 会長  

  久留 百合子   女性の大活躍推進福岡県会議 共同代表 

松尾 新吾   女性の大活躍推進福岡県会議 共同代表 

◎運営委員会 

委長長：ｲｻﾞﾍﾞﾙ ｼﾞｮｰﾝｽﾞ SALT創設者/ダービー大学教育・ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ研究国際ｾﾝﾀｰｱｿｼｴｲﾄ 

副委員長：松田 美幸  福岡女子大学学長特別補佐/女性の大活躍推進福岡県会議副委員長 

副委員長：ステファニー ウエストﾝ 福岡大学教授 

 書 記：松沢 典子  福岡女子大学同窓会筑紫海会理事 

委 員：冨永 桂子   福岡大学講師・NPOジェンダー平等福岡市民の会理事長  

  野依 智子   福岡女子大学副学長・教授 

  小川 全夫   九州大学名誉教授 NPOアジアンエイジングビジネスセンター理事長 

        佐々木喜美代 NPOアジアンエイジングビジネスセンターシニアフェロー 

  納富 昌子    ＲＫＢ毎日放送メディア事業局局長 

  神崎 智子     アジア女性交流・研究フォーラム主席研究員  

  佐藤 喬史   稲永えり子   堤敦美   田北敬子  古賀啓子 


